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地域構想学研究教育報告，No.7（2016）
Ⅰ．本報告について
　本報告は，昨年度発行された，東北学院大学教
養学部研究教育報告No６.2015において，筆者が
寄稿した「栗原市におけるジオパーク活動と防災・
減災教育の取り組み」に続く報告である。ジオパー
クについて，並びに栗駒山麓ジオパークに関する
記載は前投稿記事に記載していることから省略す
ることとする。また，今回の報告は，昨年の報告
に記載した「Ⅴ．副読本の作成」が完了したこと
を受けての内容を中心に作成している。
Ⅱ．ジオパークを活用した学習活動の現状
　栗駒山麓ジオパークでは，栗原市内の小中学生
へのジオパークを活用した学習プログラムを提供
している。そのねらいは次の二つに設定している。
　ａ）ジオパークを活用した学習をとおして，栗
原市の理解，よさの発見等，ふるさとを学
び理解していく。
　ｂ）ジオパークを活用した学習をとおして，岩
手・宮城内陸地震の記憶を後世につなぎ，
防災教育を推進するための学習とする。
　以上２種については，市内ジオサイトをジオガ
イドとともに見学するフィールド学習や，事務局
が学校を訪問して行う出前授業など，学校側の要
望に沿う方法で行っている。過去２年間に渡る実
施回数は，座学並びにフィールド学習を合わせて
平成26年度が11回，平成27年度が22回，今年度は
18回（10月末現在）である。
　こうした学習機会を授業に取り入れるかの判断
は，各学校に委ねられているため，現在のところ
市内小中学校における必修化はされていない。そ
れは，必修化できるほどのプログラム数が用意さ
れていないこともある。中でも，必修化に向けて
動き出さない第一の理由は，先生方のサポート体
制が整わない現状での必修化は学校教育現場への
負担となることが，全国のジオパーク関係者の経
験によって導き出されていることが挙げられる。
しかし，我々は過去２年間の実践の中で，教科単
元と関連する学習プログラムを先生方の意見を基
に作成してきたことで，学校教育に取り入れやす
いプログラムの提供が可能になってきている。
　例えば，小学校の理科の単元である「大地のつ
くり」，並びに「変わりつづける大地」は，地層
や岩石，火山といったジオパークが得意とする分
野にあたることもあり，子どもたちの学習意欲の
向上に繋がるような実験，教材の提供が可能であ
る。さらに，地質学の専門員が常時事務局におり，
プログラム作成やフィールド学習時に，科学的根
拠に基づく知識を提供できることも，ジオパーク
を活用することの良さにあたると考えられる。以
上のように，ジオパークの持つ性質と合わせやす
い理科と関連するジオパーク学習の実施数は，今
年度から特に多くなっている（写真１･ ２）。
　また，学校ごとのカリキュラムで実施される総
合的な学習の時間におけるジオパーク学習も，理
科と同様に実施回数が多い。その理由として，ジ
オパークにおいてジオサイトに設定するものが，
地質・地形・岩石などの地学的要素に加え，それ
らを基礎とする生態系，地域の歴史・文化・産業
といった人々の暮らしまで多岐に渡るため，学校
ごとの要望に応じたプログラム提供が可能で，活
用しやすいからと考えられる。総合学習の中でふ
るさとを学ぶ機会を取り入れたい学校にとって
は，目的に沿うような学習が可能なので取り入れ
やすいものと考えられる。
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　例えば，栗原の自然観光パンフレットづくりを
目的として実施する栗原市立一迫小学校の４年生
は，栗原を広く理解するためにジオパーク学習を
取り入れ，栗駒山麓部の崩落地や，戦後開拓地で
ある耕英地区の歴史を学ぶ学習と，伊豆沼・内沼
の生き物や植生と触れ合い，地域の豊かな生態系
を学ぶ学習会を実施した（写真３･ ４）。こうし
たふるさと学習においてジオパークを取り入れる
ことのメリットは，栗駒山麓ジオパーク推進協議
会の構成員から協力をもらえることである。具体
的に，耕英地区の歴史について講話してくださる
耕英地区長の金澤大樹氏や，沼での学習機会に必
ず協力をいただく伊豆沼・内沼環境保全財団は，
それぞれに協議会の防災・教育部会長と構成団体
である。ジオパーク活動はネットワーク活動とい
われるように，地域の様ざまな分野の方を巻き込
んだ活動であることから，ジオパークは地域内に
人的ネットワークを構築しているため，学校側の
要望に即した人材紹介，並びに講話や解説の実施
ができるのである。
Ⅲ．ジオパークを活用した防災・減災教育
　以上のように，栗駒山麓ジオパークでは学校側
の目的，要望に沿うように学習プログラムの提供
を行っているが，中でも力を入れているのが防災・
減災教育である。
　昨年の地域構想学科教育活動報告に筆者が投稿
した報告には，『防災教育のねらいは３つあり，
その中の３つ目には「自然災害のメカニズムをは
じめとして，地域の自然環境，災害や防災につい
ての基礎的・基本的事項を理解できるようにす
る」とある。・・・地域目線の防災を実践する場合，
ジオパーク活動を行う地域は，積み重ねてきた科
学的データという強みがある。』と述べた。これ
はつまり，地域の自然環境理解を通じた防災・減
災教育には，ジオパークの強みを活かしやすいだ
ろうということである。この考えを具体化させ
た実例が，東北学院大学教養学部研究教育報告
No６.2015において記載した「Ⅴ．副読本の作成」
である。
　１．ジオ読本の概要
　ジオ読本は，小学校５年生，及び６年生の理科
の授業における活用を見込んで製作している。教
科書と併用し利用する資料として，教科書で取り
上げられている事象に加えて，栗原の事象を追加
して児童生徒へ提示するなどし，興味や関心を持
たせたり，理解させたり，考えさせたりすること
を目的としている（写真５）。
　栗原市内の小学校では，東京書籍が出版する理
科の教科書を使用している。その中でも，５年生
は「天気の変化」，「台風と天気の変化」，「流れる
水のはたらき」，並びに６年生は「大地のつくり」，
「変わり続ける大地」の単元において活用できる
ようにしている。
　また，宮城県内の小学校では，東日本大震災を
受けて宮城県教育委員会で作成した防災副読本
「未来へのきずな」の活用が義務付けられている。
この読本の内容は，発災前～発災時～発災後の一
連の流れに沿って作成されており，具体的な災害
への備えや地震発生時の動きなどについて記載さ
れている。もちろん，栗原の災害特性が中心の内
容ではない。しかし，地域目線の防災・減災にお
いて重要な視点は栗原住民にとっての身近な災害
が何かであるので，ジオ読本はその視点に重点を
置き，栗原の災害特性に焦点を当てて製作してい
る。
　この読本は，今年度８月に，市内の全小学校５・
６年生に配布をしている。
　２．読本作成における工夫
　読本を作成するにあたり，以下の工夫を凝らす
ことで，学校教育現場の性質との反発を防ぎ，授
業に取り入れやすい読本づくりを目指した。
　a）小中学校の先生方によるワーキング設置
　取り入れやすさを実現するためには，教育現場
をよく知る先生方の意見を優先的に取り入れる必
要があると考え，栗原市教育委員会及び校長会を
通じ，ワーキング委員選出を行った。選出された
ワーキング委員は，栗原市教育研究センター，並
びに栗原市教育委員会，市内小中学校教員の計９
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名である。市内小中学校教員はすべて各学校にお
いて防災担当をしている。
　ワーキング開催は月１回のペースで計10回に
渡って実施し，毎回，編集業者に参加いただき，
編集上の意見を踏まえながら読本の構成や原稿作
成を行った。編集業者は，防災・教育部会員３名，
及び推進アドバイザーの東北学院大学教授・宮城
豊彦氏を選考委員とし，プロポーザル方式で選出
した。
　b）単元活用計画案の作成
　読本作成ワーキング（写真６）において，初回
から先生方より出された意見の中に，「学校教育
現場には副読本等の教材が毎年いくつも届くが，
それらに目を通す時間を取ることは大変難しい」
というものがあった。したがって，ジオ読本の作
成・配布はこうした現状に追い打ちを掛けてしま
う可能性があった。こうした現状に配慮し，また
前述したような授業への取り入れやすさを考慮し
た結果，単元活用計画においてジオ読本の活用方
法を記入した資料を作成し，読本と併せて配布す
ることとした。
写真１　ジオサイト看板の前でジオガイドの解説を
受ける子どもたち（2016年９月29日筆者撮影）
写真５　ジオ読本表紙
写真６　ジオ読本作成ワーキングの様子
（2015年12月15日筆者撮影）
写真２　栗駒山麓部を構成する岩石を観察し地すべ
りの原因を考える子どもたち（2016年９月28
日筆者撮影）
写真３　栗駒山麓部で行われる岩魚養殖場での学習
で岩魚に触れる子どもたち（2016年９月16日筆
者撮影）
写真４　伊豆沼に生息するトンボについて説明を受
ける子どもたち（2016年７月12日筆者撮影）
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　３．読本の構成について
　前述した通り，この読本の活用場面は理科の授
業であり，また地域目線の防災・減災を実現して
いくための一助として読本を活用していきたいと
の考えがベースにある。したがって，構成の中心
は栗原の災害特性である地震災害・土砂災害・火
山災害・水害の４つである。具体的には，それぞ
れの自然災害について，過去の災害史や発生メカ
ニズムについて記載している。さらに，栗原の地
形的特徴である1626mの栗駒山から，標高平均５
mの平野部までの地形条件に応じた災害特性につ
いてイラストを用いて記載し，自分の住む地域が
どういった自然環境にあるのかを理解した上で，
その自然災害への備えとなる知識を得ることがで
きる内容である。さらに，栗原の自然環境への理
解を深めるため，巻末にはイラスト鳥瞰図も掲載
している。
　以上に記載した，ジオ読本くりはら大地の物語
（理科編）は，今年度中に活用に関するアンケー
トを実施する予定で，先生方の意見を集約し，続
編の作成についても検討していきたいと考えてい
る。
Ⅳ．ジオパーク学習の今後
　ジオパーク学習の実施回数は，前述したように
昨年から同程度の回数で推移しているが，地域内
へのジオパーク学習を浸透させるため，大きく次
の2点を目標として動く必要があると考えている。
　第一に，ジオパーク学習を未実施の市内小学校
における導入である。導入といっても強制するわ
けではない。ジオパーク学習のよさや，取り入れ
ることのメリットといった情報量には先生や学校
によって偏りがあるため，説明機会を設けるなど
して周知していく必要がある。
　第二に，ジオパークが持つネットワーク力を駆
使し，他のジオパークを通じた子どもたちの交流
イベントなどを実施していきたいと考えている。
例えば，互いの地域について，ジオパーク的視点
による学習発表会を実施することで，他の地域の
特徴と自己の地域との比較ができ，郷土のよさを
浮き彫りにすることができるのではないだろう
か。
　栗駒山麓ジオパークで推進する学習活動は，本
格的な始動から３年目に入り，今後はジオパーク
を通じた学習機会がより多くの子どもたちに提供
できるよう，上記の改善点を踏まえた活動を実施
してくべきと考えている。
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